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西 日 本 の 初 期 須 恵 器

三 ッ城古墳の須恵器を中心として

植 野
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EarlySue-waresinWesternJapan.

‐mainlyontheSue-waresfoundinMitsujo -tomb‐

KOSOUENO

(1980年9月30日 受 理)

1.は じ め に

古墳時代中期,新 たに朝鮮からもたらされた生産技術の1つ として須恵器生産がある.

この須恵器生産に関しては,窯 業史的研究,編 年的研究などいくつかの成果をおさめてい

ると言えるが,生 産跡(窯 跡)を 中心としての研究が主であ り,窯 跡群を生産遺跡 として

とらえた ものは少ない.ま た,須 恵器生産初期における須恵器の性格,特 色は,遺 跡での

出土のあり方などか ら論 じられているけれど,そ の資料性,総 括性に乏 しいと言える.須

恵器生産,あ るいはそのほかの手工業生産を論じる場合,そ の生産跡,生 産遺跡のあり方,

供給地とそのあり方をぬきに考}る ことはできないが,出 土資料,遺 跡等の制約からおの

ずと困難をきわめる面も多い.し か し,こ れ らの様相を整理 ・総括 し論究することにより,

その社会を復原することは可能であろう.

したがって本論は,古 墳時代を復原するとい う観点に立ち,三 ツ城古墳出土の須恵器を

中心にして,初 期須恵器をめ ぐる諸問題,特 に供給のあり方について論究していきたい.

本題に入る前に三 ツ城古墳の概要について記 しておこう1).三 ツ城古墳は,広 島県のほ

ぼ中央部に位置 し,海 岸線 より10数㎞内陸部に入った西条盆地に所在する.西 条盆地は,

安芸地方最大の生産基盤をもち,古 くから交通の要衝地として,あ るいは安芸国の中枢的

な地として,大 きな役割を果た してきた地域である.現 在の行政区画の う}で は,広 島県

東広島市西条町に属する.

三ツ城古墳はい うまでもな く,広 島県下最大の規模をもつ前方後円墳で,全 長84m,後

円部径52m,前 方部幅は52mで あ り,高 さは約10mを はかるという.北 に延びる舌状台地

の先端を利用 して築造 してお り,北 側 くびれ部付近に方形の造出しがある.部 分的に葺石

が確認 されてお り,円 筒埴輪,形 象埴輪を配列 している.主 体部は後円部に2基 確認され

てお り,1号 主体部は竪穴式石室,2号 主体部は石榔式石棺,3号 主体部は箱式石棺であ

る.副 葬品は多種多様におよぶが,そ の質,量 ともやや貧弱である.墳 丘の西側には,後

円部に密接 して陪塚 と考えられ る円墳が1基 ある.

次に,本 論で使用する名称 ・概念について説明すると,須 恵器型式名は,田 辺昭三氏の
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行なわれた型式編年2)に 基づ くものである.ま た,『 初期須恵器』の概念については,か

つて田辺氏が 「日本で須恵器生産が開始された時か ら,地 方窯が成立するまで(中 略)こ

の限られた時期の須恵器を一括して,初 期須恵器 とよぶ ことにする3)」,「初期須恵器とは

TK・73,TK・216,TK・208の 各型式に属する須恵器の総称 とい うことになる4)」 と

定義されてお り,基 本的にはこれに従 うものである.

しかし,近 年,宮 城県大蓮寺窯5),愛 知県東山218-1号 窯6),愛 知県城山2号 窯7)等

の,TK208型 式に併行,あ るいはそれにやや先行すると考えられる窯跡が確認されてお

り,地 方窯はすでに,一 部の地域においてTK208型 式の段階には成立 していたと考えら

れる.

そ して,こ のTK208型 式の須恵器は,須 恵器が定型化し,日 本化が完成 し,技 術水準

が平均化した段階のものとされている8).

そ うしてみると,初 期 という限 られた期間を設定する場合,初 期須恵器 とは,定 型化前

の須恵器,つ まり日本で須恵器生産が開始し,規 格化されるまでの須恵器(TK73・TK

216型 式)と した方が妥当であると考えられる.し たがって本論では,TK73・TK216

型式の須恵器を初期須恵器と呼ぶことにしたい.

2.近 年の須恵器研究

近年における発掘調査の件数は,お びただしい数である.そ のなかで,初 期須恵器 も各

地の遺跡で数多 く検出されてお り,そ れらの遺跡,遺 物の報告,研 究も多 くなされている.

なかでも注 目をひくのは,次 に掲げる例である.

1967年,北 野耕平氏は,野 中古墳出土の須恵器(陶 質土器)に ついて論考されている9).

当古墳の主体部か らは,4個 の小型把手付椀が,墳 頂部からは多数の器台,壷,高 杯等の

破片が出土 している.特 に小型把手付椀については,そ の類例を韓国の出土資料に求めら
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れ,洛 東江流域から舶載されたものと推測されている.ま た,日 本における須恵器生産の

開始は,伽 耶地域からの陶工の渡来を想定されている.

朝鮮半島南部における陶質土器研究の遅滞はいうまでもないが,こ こで問題なのは,単

に土器の形態,文 様によってのみ比較検討が行なわれているとい うことである.土 器を観

察する場合形態 ・文様の特徴を重要視することは言 うまでもないが,最 近の研究水準から

すれば,弥 生土器,土 師器,須 恵器を問わず,そ の製作技法の観察に重点を置 くべきであ

る.

したがって,北 野氏の扱っておられる須恵器,陶 質土器についても,製 作技法の観点か

ら再検討を要するのではなかろ うか.
一方,1976年 か ら1979年 にかけて,大 阪府教育委員会より,陶 邑古窯趾群の調査報告書

が刊行された10).こ れは,か つて田辺氏が報告された資料を補 うものであるが,考 古学の

基本 とも言 うべ き 『型式』論の認識について大きな相違をみせている.

中村浩氏の説に従えば,あ る特定の窯名をもって型式名 とするのは不適切であ り,そ の

窯の操業期間や陶邑という地域内における差の検討が必要 とされている.そ して,『 床式

編年』を提唱され,各 窯の壁,床 の重な りを検討することに より,窯 の操業期間の推定,

編年作業が可能とされ,さ らに,各 床の遺物の検討により,土 器の型式差が求められると

されている.

以上の見解について私見を述べれば,ま ず特定の窯名を型式名に使用することの是非に

関してであるが,こ れは 「『陶邑古窯趾群』1」 を精読すれば明らかなように,た とえぽ

TK73号 窯出土の須恵器の一群をもってTK73型 式 と称する場合,単 に同0窯 から出土 し

たとい う漠然とした理由から型式設定されたのではなく,製 作技法の検討,分 析,器 種組

成の分析等の基礎的作業を前提として設定された型式である.そ して,そ の型式名は,T

第2図 三ツ城古墳の須恵器
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K73号 窯の須恵器を標式とする最古の須恵器の総称であ り,い わぽ記念名といえる.理 論

的 ・抽象的概念である 『型式』概念を このように理解すれぽ,特 定の窯名を使用すること

については,特 に問題にする必要はなかろう.

次に 『床式編年』の有効性について述べ ると,ま ず操業期間の問題であるが,中 村氏は

窯跡の壁,床 の重な りを検討することによって,操 業期間を求めることが出来るとされて

いるが,窯 跡の壁,床 の重な りはその窯の最小の使用回数を求めることはできても,そ れ

を直接,操 業期間の長短に結びつけるのはやや無理があると思える.貼 床間の遺物混入土

層(間 層)に しても,そ れは地形,自 然条件に大きく左右されるであろうし,場 合に よれ

ぽ人為的な土入れ も考えられるであろ う.し たがって窯跡の操業 ・休止期間を壁,床 の重

なりで即決することは危険が大 きく,慎 重を帰する必要があるのではなかろうか.

また,窯 跡の層序関係によって土器の新旧が究明されるとい うが,こ れは中村氏の 『床

式編年』をまつまでもなく,層 位学では自明のことである.し かし,窯 跡の場合,そ の操

業期間が断定 しに くいことや,工 人相互の手法の差等といった問題が数多 く介在 しており,

編年作業を行なう場合困難な面が多いと考えられる.し たがって,む しろ型式学的研究に

重点を置 く必要があろう.

以上,諸 氏の研究に対 しての若干の問題点について述べたが,こ れは本論の主 旨とは直

接関わることではないが,須 恵器研究の基本的な問題であ り,敢 えて取 り上げた.今 後の

研究の進展を望みたい.

3.三 ツ城古墳の須恵器

(1)須 恵器について

須恵器は北側造出しのやや西側,円 筒埴輪列付近の表上直下か ら出土 している11).造 出

し中央部からは,土 師器が出土しているが,そ の他の遺物は検出されていない.出 土須恵

器には,杯 蓋2,器 台2,甕 片がある.

(杯蓋)第2図 一1・2

天井部はやや丸みをもち,天 井部と口縁部をわける稜は丸 くおさめるものと(1),鋭 く突

出するものがある(2).口 縁部はわずかに外へひらき,(1)は 稜線部の径 よりも口径の方が大

きい.口 縁端部はいずれも丸 くおさめる.天 非部には緑褐色の自然紬がかかってお り,手

法の観察は困難である.内 面は全体にわた り横ナデを行なっているが,内 面中央部には仕

上げナデを行なった とみられるかるい凹凸がある.断 面は薄い赤褐色を呈 してお り,全 体

的に厚 く仕上げている.口 径はいずれも小片で復原したため多少の誤差はやむおえないが,

(器台)第2図 一3

1
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第3図 三ツ城古墳の須恵器
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(1>より(2)の方がやや大きい.胎 土は2,3mm程 度の砂粒を少量含み,全 体的にあらい.焼

成は良好である.

深めの杯部に,ふ んばりのよい安定した脚部を付けた大型の高杯形器台である.口 縁部

は大きく外方へ屈曲し,端 部には浅い凹線を施しているが単純な作 りである.杯 部は,2

本の深 く明瞭な凹線で3段 に区画 し,そ のなかに回転を利用した櫛描波状文をめ ぐらして

いる.脚 部はわずかに外反しながら裾へひろが り,脚 部の器高は杯部に比べてやや短い.

脚端部は浅い凹みをもつが単純な作 りである.脚 部は2本 の明瞭な凹線によって3段 に区

画し,下2段 に台形の透しを千鳥に配している.杯 部 ・脚部にめ ぐらした2本0組 の凹線

は,そ の凹線間に浅い凹みが認められる.

もう1つ の器台は12),(3)よ りやや小ぶ りの復原 口径約37cmを 計る高杯形器台である.口

縁部は外方へ屈曲し,端 部は単に丸 くおさめる.杯 部は低 くつまみ出した凸帯により3段

に区画し,そ のなかに回転を利用 した櫛描波状文をめ ぐらしている.口 縁部直下には,太

く張 り出した凸帯を2本 つけ,他 の凸帯 と趣を異にしている.脚 部は断片的な破片である

が,杯 部の器高 よりやや長めであり,か るく外反する.脚 端部は浅い凹みをもつが,平 ら

に仕上げている.脚 部には,高 くつまみ出した太い凸帯により4区 画 し,上 三段に回転を

利用 した櫛描波状文をめ ぐらしている.最 下段の凸帯は中 くぼみをもつ太いものであり,

脚端部へつながる.脚 部の上三段の区画には,方 形の透 しを千鳥に配している.

色調は両器台とも黒灰色であ り,断 面は部分的に薄い赤褐色を呈す.胎 土は1mm以 下の

砂粒を多 く含む.焼 成は良好である.

(甕)第3図 一1・2

いずれ も小片であるが,格 子叩き目文と,平 行叩き目文を残す ものがある.(1)は,外 面

に3mm角 の格子叩き目文を残し,内 面はていねいに同心円文を消している.色 調は外面が

黒灰色,内 面が青灰色を呈 し,断 面は赤褐色を呈す.胎 土は緻密であ り,焼 成は良好であ

る.

②は,外 面に こまかい平行叩 き目文を残し,内 面は同心円文をていねいに消している.

色調は淡青灰色を呈す.胎 土は緻密であ り,焼 成 も良好である.

2.須 恵器の時期

以上,須 恵器の説明を行なってきたが,時 期決定の基準となる諸特徴をあげると,ま ず

共通の特徴 として,端 部を丸 く単純におさめ,各 箇所にはていねいな仕上げがなされてい

る.杯 蓋は 口縁部が短 く,外 方へ開き,全 体的に厚 く仕上げている.器 台も大型で,杯 部

は深 く,凸 帯,凹 線は太 く明瞭であ り,櫛 描波状文もていねいに施されている.甕 は外面

にいわゆる格子叩き目文を残 し,内 面はていねいに同心円文を消 している.

これらの諸特徴は,い うまでもな く最古段階の須恵器にみられるものである.特 に,甕

の外面に残る格子叩き目文は,最 古の須恵器にのみ認められるものであり,形 態,文 様,

手法等の各部分を取 り上げても,い ずれも古い様相を呈してお り,TK73型 式に比定され

るものである.

4.三 ツ城古墳の須恵器をめ ぐって

1.初 期須恵器の出土状態

三 ツ城古墳の須恵器は,先 に触れたように北側造出しより出土 している.発 掘時におけ

る出土状態は不明な点も多いが,お そらくこれらの須恵器は,造 出しに置かれていたと推

測される.
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それでは,こ のような初期須恵器の出土のあ り方を検討するために,三 ツ城古墳以外で

初期須恵器を出土 している遺跡についてみてみよう.第 一表は,西 日本(兵 庫県を含めた

中 ・四国地方 とする)で 初期須恵器を出土した遺跡を表に したものである.こ れによると,

初期須恵器を出土する遺跡は古墳が大半であ り,古 墳以外の遺跡では,溝,住 居趾,包 含

第1表 初期須恵器を出土した遺跡の一覧表 ■印は無黒斑の埴輪を出土

地

域

番

号
遺 跡 名 墳形・規模

㈹

内部構造

主な

副葬品(伴出遺物)

外部施設 須恵器の出土位置

須 恵 器

型式

備 考
周

濠

葺

イi

埴

輪

墳

頂

控

蕾i

擾

灘

周

濠

そ

の

他

T

K

i3

T

K

°IE

T

K

_'O°

兵

庫

県

1
吉田南遺跡 土師器・製塩土器 住励 と

溝 ・包

含層

蓋杯 ・高

杯 ・甕

2

砂部遺跡 紡 錘 車 ・勾玉 ・

小 玉 ・有孔 円 板 ・

剣 形 模 造 品 ・銅
鍬 ・土 師 器

溝 蓋杯 ・高 杯

把 丁一付椀 ・

甑 ・甕 ・壺

尼

3

印南野
2号 墳

不 明

南北11.1

東 西6.45

竪穴式石室 馬具 ・甲冑 ・剣 ・

鉾 ・刀子 ・鉄 鍬 ・

鋤先 ' Il

石室 高杯 ・趣
二連趣

4

カンス塚

古墳
帆 、k貝

40

竪穴式石室 石室 杯 蓋 ・壷
趣 ・高 杯

5
小谷遺跡 包含層

?

器台 加西市中

央公民館

で実見。

6 七ツ塚
7号 墳

円墳 木棺直葬 鉄斧 ・鉄矛 ・鉄鍛

鉋 ・帯 金具・1師 器

幽

::
ii

壷 ・高 杯

7
宮山古墳 円墳30 竪穴式石室

3

旭龍 鏡 ・画 文帯 率

獣鏡 ・玉 類・

馬具 ・剣 ・刀
}1冑

鉄鎌

11 石室 蓋杯 ・器台

高杯 ・壼

雄

8 蟻無III

古墳

ll蹟57 器台 採集

岡

山

県

9 黒島
1号 墳

前方後円墳
70

竪穴式石室

Il陰一

甕 ・甑 ・

杯 身

採集

10 黒島
2号 墳

1'J墳10 古墳
周辺

杯蓋 ・甕
高杯

採 集

11 波歌山
古墳

前方後円墳
JO

竪穴式石室
木棺直葬

酬 く

びれ部
甕 ・高杯 採集

12 幡多廃寺 土 師 器 ・製塩 土

器 ・玉 類

包含層

13 上の山
1別 責

方 墳12.8 配石墓拡

箱式石棺

土師器 甕 ・地

14
宮111

4号 墳
方 墳

南北18.9

東西13.5 !

蓋杯 ・

樽形彪

15 【几1辻
1号 墳

il蹟

16×18

木棺直葬 勾 玉 ・小玉 ・櫛 ・

剣 ・刀子

把}付 椀

高杯

15 門前池遺跡 土師器・製塩土器 包含層 蓋杯 ・甕 ・

魅

17 法伝山古墳 ノ!墳40 蓋杯 ・高杯

18 酒津一水江

遺 跡

器台・蓋 杯 採集

19
七ツ塚古墳 円墳10 箱式石棺 刀・鉄鑑 ・鉄 斧 ・

剣 ・勾玉 ・臼玉 ・

鍬 先 ・土師 器

副室 甕 ・避

広

島

県

20 四捨貫
小原4号墳

P蹟1⊥.5 杯

21 天 狗 松 南

6[IIJ墳

f'1墳7.6 木棺直葬
?

杯
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広

島

県

22 新迫南
4号 墳

円 墳'7.5 木棺直葬
嚢

杯蓋
髪

23 新迫南
7号 墳

円墳12.7 木棺直葬 土 師 器・勾玉 ・菅 玉

嚢馨
杯 ・甕

多
24 諸木古墳 「1蹟11 土肱

(礫床)
小玉 ・鉄釧

紡 錘車 ・ゴ

鉄鎌
師器 箋

鯵
髪

25
三ッ城古墳 前方後円墳

84
竪穴式石室
石榔式石棺
箱式石棺

珠 文鏡 ・銅劃

竹 櫛 ・刀 ・剣 ・鉄 鍛

鉄 矛 ・土師 器

卜鉄鎌 造出し 杯蓋・器台

甕

i
26 皆賀遺跡 甕

髪
採集
古墳?

鳥
取
県

27 長瀬高浜
遺跡

「IJ墳
その他 藝

周辺

髪i
13

号 墳

島

根

県

28 薬 師ll」
山古墳

箱式石棺
?

四 乳鏡 ・鉄 鍛 ・刀

有 孔円板 ・土師 器

蓋杯 ・高杯

勉 ・壺 i
採集

29

金崎
1号 墳

前方後方墳

36

竪穴式石室 内 行花文鏡 ・刀

勾玉 ・垂飾耳飾
土師器

蓋杯・台付

壺 ・長 頚壼

蜷 ・高 杯・器

台 ・1漣地

30 長尾古墳 葵 器台 多 採集

h

ー
ヨドーーμ

ノ

31
木崎遺跡
2号 円形

周溝 墓

円形 周溝

墓7.5

箱式石棺

蒙
高杯

馨
徳島

県
32 日出遺跡 土師器・製塩土器

鉄鎌 ・有孔円板
包含層 蓋杯 ・甕

壼 影髪
層 か らの 出土 が 数 例 確 認 され て い る.

古 墳 出 土 の 場 合,出 土 地 点 は 次 の よ うに 大 別 され る.即 ち,1.棺 内 ・石 室 内,H.墳

頂 部,皿.墳 丘 斜 面,IV.墳 丘 裾 部,V.造 出 しで あ る.1は,印 南 野2号 墳13),カ ン ス

塚 古 墳14),宮 山 古 墳15),七 ツ塚 古 墳16)等 が あ り,特 に七 ツ塚 古 墳 は,須 恵 器 を 副 葬 す るた

め の 副 室 を設 け て い る点 に 注 目 され る.1は,七 ツ塚7号 墳17),上 の 山1号 墳18),木 崎2

号墓19)等 が あ り,採 集 資 料 で は 黒 島1号 墳20)等 が あ る.墳 頂 部 の遺 物 に は 主 体 部 直 上 の も

の も含 まれ る.皿 は 法 伝 山 古 墳21)等 が あ る.IVは,波 歌 山 古墳22),新 迫 南4号 墳23)等 が あ

る.Vは 三 ツ城 古 墳 の み で あ る.

古 墳 以外 の 出土 で は,遺 構…に 伴 な った もの は 非 常 に 少 な い.吉 田 南遺 跡 で は,住 居 玩 か

らTK216型 式 か らTK208型 式 に か け て の 須 恵 器 が 一 括 して 出土 して お り,住 居 趾 周 辺

の溝,包 含 層 か ら も同様 な 土 器 が 検 出 され てい る24).砂 部 遺 跡 で は,溝 内 よ りTK216型

式 か らTK23型 式 の須 恵 器 が,土 師 器 等 と共 に 出土 して い る25).ま た,幡 多廃 寺26),門 前

池27),日 出遺 跡28)で は,い ず れ も包 含 層 で は あ るが,TK73～TK208型 式 の須 恵 器 を 出

土 してい る.

2.初 期須恵器の性格

このような出土状態でわかるように,初 期須恵器は多 くの場合古墳の墳頂部,墳 丘斜面,

墳丘裾部,あ るいは造出しより出土 している.で はここで,初 期須恵器の用途,性 格を具

体化するために,三 ッ城古墳で認められる造出しの須恵器について考}て みたい.

一般に古墳の造出しは,前 方後円墳の墳形が前方部を祭壇として発生 し,墓 前の儀礼を

行なったものから,し だいに祭祀の場は墳丘の くびれ部に移 り,さ らには祭壇的な造出し

を発生させたと言われている29).

愛知県断夫山古墳では,西 側造出しか ら多量の須恵器が検出された事実によって,造 出

しを一種の祭壇とみることが言われている30).

また,岡 山県月の輪古墳は,円 墳に造出しを設けた帆立貝式の古墳であるが,造 出しに
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は埋葬が行なわれてお り,舟 形土製品と旅形土器が出土 している.こ の祭祀的な遺物が,

直ちに墳丘の埋葬を対象とするものとは言}な いとされているが,円 墳あるいは前方後円

墳の場合も,造 出しで何らかの祭祀が行なわれた ということは認められている31).

このように,造 出しは,即,古 墳の主たる埋葬を対象 とした祭祀の場 とは限定できない

までも,古 墳築造に際 しての祭祀や,葬 送儀礼に何 らかの機能を果たしていたと考えられ

る.し たがって,造 出しがこのような機能の一端を担 っているとすれば,三 ツ城古墳でみ

られるような造出しの須恵器も,古 墳築造における祭祀,葬 送儀礼に使用されたものとす

ることができる.

一方,造 出しを設けない古墳の場合,初 期須恵器は墳丘面において確認されている.こ

れは,須 恵器(伴 出遺物を含めて)を 墳丘面に設置すること,あ るいは墳丘面において使

用することに大きな意義があったと考えられる.造 出 しを備えない とい う古墳の制約から,

造出しで行なわれていた祭祀,葬 送儀礼の諸行為が,墳 頂部,墳 丘斜面 ・裾部で行なわれ

たと推察できるのである.

したがって,墳 頂部,墳 丘斜面 ・裾部から出土する初期須恵器も,造 出し出土の須恵器

と同様に,一 般に古墳築造に関 しての祭祀,あ るいは葬送儀礼に使用された と考えられ,

儀器としての機能を果た していたと考えられる.

なお,造 出しより初期須恵器を出土 した他例としては,奈 良県 ウワナベ古墳32),三 重県

神前山1号 墳33)等があ り,墳 頂部,墳 丘斜面では,大 阪府野中古墳34),堂 山1号 墳35)等が

ある.

一方,棺 内 ・石室内出土の初期須恵器は,被 葬者が生前,宝 器あるいは貴重品として取

り扱っていたと考えられるが,副 葬品 としての性格(儀 器)の 可能性も強いと思われる.

では次に,古 墳以外の出土須恵器についてみると,砂 部遺跡では弥生時代から6世 紀中

頃まで継続する溝から,初 期須恵器 と共に滑石製紡錘車,勾 玉,剣 形模造品,双 孔円板,

滑石製小玉,ガ ラス製小玉等が出土 している.ま た,滋 賀県湖西線関係遺跡では,皿E区

黒色泥砂層より,TK216型 式の須恵器 と,滑 石製勾玉,有 孔円板,子 持勾玉,剣 形模造

品等が伴出している36).溝 あるいは包含層 という性格上,初 期須恵器と祭祀遺物が,同 時

期存在(使 用,投 棄)と するのは危険であるが,仮 に同時に使用されたとするならば,初

期須恵器も祭祀に関係 して使用された と考えられる.

吉田南遺跡では,初 期須恵器が住居Lの なかか ら数点出土している.伴 出遺物には土師

器,製 塩土器等があり,住 居趾内には祭祀的な特殊遺物はな く,日 常的な雑器として使用

されていたと考Z..られる.こ の須恵器は,TK216型 式に属するものであるが,そ のなか

でもやや新 しい要素をもち,TK216型 式か らTK208型 式へ移る過渡的な様相を呈 して

いる.い うなれぽTK208型 式直前の須恵器 とい うことができる.

西 日本において,初 期須恵器が住居Lよ り出土する例はほとんどな く,吉 田南遺跡で確

認されたのみであろう.専 ら古墳あるいは祭祀遺跡で,祭 祀,葬 送儀礼の儀器 として使用

されていたものが,集 落内で実用的な日用雑器として使用されるようになった と考えられ

る.こ れは,吉 田南遣跡でうかがえるように,TK208型 式前後に求めることができ,用

途における画期 とすることができよう37).なお,こ の場合,陶 邑古窯肚群周辺地域は別個

として考えねばな らない.ま た,窯 跡における器種組成のあ り方,あ るいは窯跡の生産遺

跡 としてのあり方等を,今 後検討 してい く必要があろう.
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3.初 期須恵器と埴輪

三 ツ城古墳では,須 恵器,土 師器のほかに,円 筒埴輪,形 象埴輪等,多 数の埴輪が検出

されている.埴 輪は,そ の焼成方法の違いによって生ずる,い わゆる黒斑をもつ埴輪と,

智窯で焼成されたと考えられる無黒斑の埴輪とに区別されているが38),三 ツ城古墳の場合

後者の無黒斑の埴輪である.そ こで,須 恵器製作技術と関連の深い,無 黒斑の埴輪を問題

にして,論 を進めていきたいと思う.

無黒斑の埴輪を出土 している古墳は,三 ツ城古墳のほかに,印 南野2号 墳,宮 山古墳,

黒島1号 墳等がある.そ して,こ れ らの古墳は,い ずれも三 ツ城古墳 と同様TK73型 式の

須恵器を伴出している.

それでは,無 黒斑の埴輪が畿内中心部のみな らず,三 ッ城古墳等のように地方で確認さ

れていることは,ど のように理解すべきであろうか.埴 輪はいうまでもなく,古 墳築造に

際 して生産されるものであるから,そ の生産は古墳の周辺,あ るいは被葬者がかつて統轄

していた地域内で行なわれたであろう.そ うすると,埴 輪を焼成する場合密窯を構築 し火

入れを行な うことは,相 当の技術の熟練を必要とし,当 然そこには須恵器工人の来訪,あ

るいは技術的交流があったと考えられるのである.

また,和 歌山県紀ノ川下流北岸地域や,大 阪府淡輪地方において,須 恵器の製作技法が

埴輪に使用されていることは,す でに明らかにされてお り,そ の生産には須恵器工人の存

在を指摘されている39).こ のように,無 黒斑の埴輪の生産には,須 恵器工人 との技術的交

流を必要 とし,そ れなくしては審窯により埴輪の生産は不可能であったと考えられる.

反面,埴 輪に須恵器の技術導入があるとすれぽ,須 恵器生産開始期において,埴 輪工人

がその生産に大きく関与 していた とも考えられるのである40).

そ して,地 方において須恵器窯が成立 し,須 恵器生産が開始された場合,東 山218-1

号窯,城 山2号 窯,久 居2,4号 窯41)等のように,単 に須恵器のみならず埴輪も共に生産

している.こ のことから考えられるのは,埴 輪が古墳の築造に際 して生産されるという性

格をもち,須 恵器もおもに古墳の葬送儀礼に使用されるわけであるから,そ こには何 らか

の有機的な関係が存在 し,地 方窯の成立が少なからず古墳の築造にかかわ りをもっていた

と考えられる42).こ の是非に関 しては後 日に譲るとしても,同 一窯で須恵器と埴輪を生産

することは畿内中心部では認められないことであ り,地 方の0特 徴と言えるであろう.

5.初 期須恵器の生産と供給

1.初 期須恵器の生産

朝鮮か らもた らされた須恵器生産の技術が,阪 南丘陵を中心 として開始され,定 着 した

ことは言 うまでもない.で は,須 恵器生産開始期,つ まりTK73型 式の時期の生産のあ り

方をみると,窯 跡のほとんどが谷の入口付近に立置 し,分 布 もまばらであ り,そ の総数も

10基に満たないものであった と考えられる43).10基 に満たない窯が,同 時に煙を上げてい

たか否かは即断 しがたいが,初 期の須恵器生産がかな り小規模なもので,そ の生産量 も後

の時期のものに比べると比較にな らない程の量であったことがわかる.

個々の土器は,精 巧なものか ら幼稚なものまであ り,全 体的に1つ の土器に対する整形

は入念に行なわれている.器 種は甕,壷 類が主体をな し,そ のほかに耳杯,甑,楢 形壷等

とバラエティに富んでいる.

このように,須 恵器生産開始期にあっては,窯 跡 もまばらであ り,土 器も製品 としては

不揃いとい},そ の生産は技術習得の時期 とすることができよう.ま た,生 産にあたって
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の技術教授,集 団の組織化は不整備であ り,ま さしく小規模な生産であったことは間違い

ない.そ して,朝 鮮の製陶技術が 日本にもち込まれ,そ の生産が開始す ること,ま た陶邑

窯が大阪平野に隣接することは,そ こに政治的な力が強 く働いていたと考えられるのであ

る.

2.供 給について

このような須恵器生産のあ り方をふまえ,次 に供給について述べてみたい.ま ず,初 期

の須恵器生産がかな り小規模なもので,陶 邑窯周辺に限 られることは,初 期須恵器が陶邑

周辺地域から地方へ,0元 的に供給された とすることができよう44).そ して,そ れはおも

に古墳築造に際 して,葬 送儀礼の一端を担 うものとして,持 ち込まれたのである45).

では,そ の供給とはどのような意味をもつのであろ うか.初 期須恵器が地方へ供給され

た場合,そ れは貴重品であったであろうし,希 少価値をもつものであった ことは容易に推

察できる.希 少価値をもつ須恵器の生産に政治的な力が働き,そ の供給 も畿内中心部 より

一元的に行なわれたな らぽ,初 期須恵器は,畿 内政権と,地 方豪族 との政治的な関係のな

かで供給された と考えられるのである.そ して,こ の政治的関係は,畿 内政権あるいは地

方豪族にとっても,重 要な意味をもつ ものであったと考えられる.な お,こ の政治的関係

とは,畿 内政権 と地方豪族 との間に取 り結ぼれたであろう,支 配,服 属,同 盟等の諸関係

としてお く.

供給にあたっては,幾 多の交通路を通じたと考えられるが,特 に西 日本においては,瀬

戸内海を利用する海上交通に負 うところが大きいことはい うまでもない.瀬 戸内海は,弥

生時代,古 墳時代に限 らず,国 内の通交で,あ るいは大陸との対外交渉のなかで,海 上交

通として頻繁に利用され,大 きな役割を果たしてきたのである.そ して,こ の 『交通』 と
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は,即 ち 「経済的側面では,商 品交換や流通や商業および生産技術の交流であ り,政 治的

領域では戦争や外交をふ くむ対外諸関係であ り,精 神的領域においては文字の使用から法

の継受にいたる多様な交流46)」とすることができる.

そこで,初 期須恵器の分布をみることにしよう.ま ず,一一見してわかることは,初 期須

恵器が姫路平野,岡 山平野を中心として,お もに瀬戸内海沿岸に集中して分布しているこ

とである(第4図).特 に,TK73型 式の須恵器を出土するものはこの傾向が強いようで

ある.

そして,こ れらの初期須恵器を出土する古墳を,墳 形,墳 丘規模,施 設,副 葬品等で比

較 した場合,各 古墳にかな りの格差を認めることができる(第1表 参照).墳 形をみた場

合,前 方後円墳,前 方後方墳,方 墳,円 墳,そ の他が存在するが,規 模をみると,前 方後

円墳である三 ッ城古墳,黒 島1号 墳等の大型古墳を筆頭に,印 南野2号 墳,七 ッ塚古墳,

四拾貫小原4号 墳等の10m前 後の小円墳まで存在 している.外 部施設,主 体部も同様であ

り,周 濠,葺 石,埴 輪をもつ もの,竪 穴式石室,木 棺直葬,箱 式石棺を備}る ものと多種

多様である.副 葬品 も豊富なものから貧弱な内容のものまで存在する.初 期須恵器が大古

墳のみな らず,小 古墳(墳 丘,施 設,副 葬品等が貧弱)に まで供給されてお り,概 してい
}ぽ

,初 期須恵器が広範な地域を統轄 し,絶 大なる権力を保持 していた巨大首長墓(た と

えば三ッ城古墳等)の みならず,小 地域,あ るいは大首長に従属 していた中小首長墓にま

で供給されていたと言える.

これらのことからうかがえるのは,初 期須恵器が政治的なルー トにの り,葬 送儀礼に使

用する目的から大 ・小の古墳をとわず供給されたということである.そ して,こ れは,畿

内政権が瀬戸内海を大陸との対外交渉上,重 要な交通路であることを意識し,そ の航行,

活動に際 して,多 大な政治的配慮をはらった と考えられるのである.初 期須恵器が,巨 大

首長墓のみならず,中 小首長墓にまで直接的,関 接的に供給されていることは,こ のよう

に海上海動においての畿内政権の政治的配慮を示 しているとい}よ う.

したがって,初 期須恵器の供給は,瀬 戸内海沿岸部においては,海 上海動にあたっての

政治的配慮 と考x..られるが,三 ッ城古墳の場合も例外ではな く,海 上活動にあたっての政

治的配慮,そ してそれを含めたすべての政治的諸関係のなかで供給された と考えられる.

なお,初 期須恵器が山間部,山 陰地方に供給 された場合は,海 上活動 とは言えないまでも,

交通上の問題を含めて,畿 内政権 との政治的諸関係のなかで供給47)された ことは言うまで

もない.

6.お わ り に

初期須恵器は,お もにその供給地である古墳のあ り方により,葬 送儀礼を担 うものとし

て使用され,そ の供給は,畿 内中心部より,畿 内政権 と地方豪族との政治的諸関係のなか

でとり行なわれた.そ して,三 ッ城古墳の場合もこの1例 とすることができた.

須恵器が,本 来,き わめて機能的な雑器,容 器の性格をもっていたにもかかわらず,こ

のような様相を示すことは,須 恵器生産開始期における諸条件に起因するものと考えられ

る.そ して,地 方窯が成立 し,須 恵器生産が拡大 してい く段階において,須 恵器は腺,器

台(装 飾付)に み られるような儀器的な性格を一部残すけれ ど,大 半が 日用雑器として使

用されていくのであある.

最後に,初 期須恵器にみ られた このような様相を,古 墳時代を復原する際の1要 素とし

て位置づけ,論 究するのが本論の目的であった.し か し,今 や初期須恵器は南は,九 州か
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ら北は東北にまでおよんでお り,西 日本(本 論でい う兵庫県を含めた中 ・四国地方)と い

う枠では把えきれないものがある.陶 邑古窯趾群周辺はもとより,全 国的な把握が必要で

あろう.さ らに,古 墳時代を復原する場合には,政 治,経 済を含めた社会構造の究明が必

要であり,今 後の課題 としておきたい.
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三 ツ城古墳の須恵器掲載 にあた りま して,潮 見浩氏 には御快諾 をいただ き,ま た田辺昭三先生を は
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Summary

DiscussionsontheearlySue-waresinthewesternJapan,mainlyontheSue-wares

foundintheMitsujo-TowbinHiroshimapref,aregiven.Fromtheinvestigations

onwhatsituationtheywereburiedaswellasontheirdistributions,Wemayhavethe

followingconclusions:i)Theearly,Sue-waresweremainlyusedinaceremonial

purpose,especiallyinfestivalandfuneralceremonyatthetimeofthetomb-construc-

tion.ii)TheSue-waresweresuppliedpreferentiallyfromKinai,andtheirsupplywas

controlledbythepoliticalrelationshipbetweentheKinai-regimeandthelocalregime.


